Wall-Mount Bracket for QUALIA 005 

SU-XWQ005 

Owner's Guide 


QUALIA Accessory 


お客様 • 販売店様 • 特約店様用 


取扱説明書 

お買い上げいただきありびとうございます。 


お客様へ 

本製品の取り付け口ま、確実な作業び必要になります。おず、販売店や工事 
店に依頼して、ま全性に充分考慮して確実な取り付けを行ってくださし、 


敬か I ま全のためのミ主意事項を守らないと、 

胃 乂災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の取 
り扱いかたび示されています。 この取扱説明書をよくお読みのう 
え、 製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつで 
ち見られるところに必ず保管してください。 

販売店様-特約店様へ 

ディスプレイの取り付けには特別な技術び必要ですので、設置の際 
には取扱説明書をよくご覧の上、設置を行ってください。取り付け 
不備や、取り扱い不備による事故、損傷については、当社では責任 
を負いません。なお、この取扱説明書は、取り付け作業後にお客様 
に渡してください。 

この壁掛けユニットは下記指定機器専用です。指定機器な外にはお 
使いにならないでください。 


指定機器に004年10月現在）：液晶デジタルテレビ 

( KDX -40 Q 005、 KDX -46 Q 005) 





まをのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。 

しかし、まちがった使いかたをすると、火災-感電-転倒-落 
下などにより人身事故になることがあり危険です。事故を防ぐ 
ために安全のためのミ主意事項を必ずお守り<ださい。 


取り付け部品の分解、改造、変更は行わない 


壁掛けユニットの落下によるけびや破損 
の原因となることびあります。 



I へ I この表示のま意事項を守5ないと、乂災•感電-転倒- 

^落下などによ0死亡や大けびなど人身事故につなびるこ 
とびあ0ます。 


[A この表示のま意事項を守5ないと、けびをした0周辺の 

I 一/山、 I 家財に損害をちえた0することびありまず。 


警告表示の意味 

取扱説明書では、下記のよラな表示をしています。表示の内容をよく 
理辭してか5本又:をお読みください。 



を意を促ず記号 


行為を禁止ずる記号 


A 

A 

0 

义が 

感電 

) 主意 

禁止 


お客様へ 

底 A 

乂災 感電 

下記のを 意 事項を守! 5 なし、と乂災 • 感電 • 転倒•落 
下などにより死亡や大けびの原因となりまず。 


取り付け工事は専門業者に依頼ずる 
また取り付けのときは幼巧を遠ざける 

正しく取り付けないと、处下のようなこ 
とびおこ0ます。取り付けは専門業者に IV 
ご依頼ください。 禁止 


• ディスプレイび落ちると、打撲や骨 
折など大けびの原因となります。 

• 強度の弱い壁や、平面ではなかった 
0垂直ではない壁に取り付けた場合、 
壁掛けユニットの落下によるけびや 
破損の原因となります。壁は、かな 
くとちディスプレイ重量の4倍に耐え 
5れる強度び必要です。（ディスプレ 
イの重量は10ぺージの寸法表をご覧 
<ださい。） 

• 壁への取り付けび不適切な場合、壁 
掛けユニットの落下によるけびや破 
損の原因とな0ます。 



ディスプレイの移動や取りはずしは、専門の業者に依頼ずる 


専門業ち!^^がの人び移動や取0はずしを行ラと、ディスプレ 
イび落下したりして、けびや破損の原因となることびあります。 
また、移動や取りはずしは必ず、2人政上で行ってくださ 
い。 


A 

'ま意 


ディスプレイを取り付けたあとはネジなどをはずさない 

ディスプレイび落ちて、けびや破損の原因となります。 


0 

禁止 


指定機器ながのものを掛けない 

この壁掛けユニットは指定機器専用です。指定機器！;^がの物 ^ 

を掛けると、落下によるけびや破損の原因となることびあり 

ます。 -と 


ディスプレイの通風孔をふさがない 

ディスプレイの上に布などをかけて通風 
礼をふさぐと、内部に熱びこもり、乂災 
の原因となることびあります。 


0 

禁止 



ディスプレイながの荷重を掛けない 

落下によるけびや破損の原因となること 
びお0ます。 



ディスプレイに寄りかかったり、ぶ5下がったりしない 


ディスプレイびはずれ、下敷さになり大 
けがの原因となることがあ0ます。 


0 

禁止 




ディスプレイを雨や湿気にさ S さない 

水び入ったり、城れたりすると、火災や感電の原因となりま 
す。 


0 

禁止 


ディスプレイに水などの液体をかけない 


水び入ったり、城れたりすると、火災や 
感電の原因となります。 


0 


鼠 


湿気やほこり、湯気のをい場所、機械的振動のをい場所に置か 
ない 

火災や感電の原因となることびありま 
す。 





乂のついた□ウソクや燃えやずい物を近くに置かない 

火災を防止するために、ディスプレイか5離れた所に置いて 
<ださい。 


0 

禁止 


3 










































































/ j \ 注意 

下記のま意事項を守 5 ないと I すむ X をしたり周辺の 
家財に損害を与えたりずることがあります。 


これな巧の取り付け•設置手順はお 
売店様•特約店様用でず。 

販売店様•特約店様用 


ディスプレイがはみ出すような取り付けはしない 


壁掛けユニットを、ななどのディスプレ 
イびはみ出してしま5よラな場所には取 
0付けないでください。身体や物などび 
ぶつかってけびや破損の原因とな0ま 
す。 


0 



掃除やお手入れのとをは、力をかけない 

掃除やお手入れのときに、ディスプレイの上面に手を置いたり、 

力をかけたりしないでください。ディスプレイの落下による Vof 
けびや破損の原因となります。 禁と 


エアコンの上や下にはディスプレイを取り付けない 

送風などで直接、風び当た0続けたり、水ちれによって城れ 
たりすると、火災や感電、故障の原因となることがあ0ま 
す。 


0 

禁止 


A 警告 お客様へ 

本製品の取り付けには、確実な作業び必要になります。お 
ず、販売店や工事店に依頼して、安全性に充分考慮して確 
実に取り付けを行ってくださし、。 

販売店様•特約店様へ 

L ソ下の説明は、サービス専用です。安全上のごを意をよく 
お読みの上、設置および保守-点検などを安全に行ってく 
ださい。 


取り付けは2人な上で巧ラ 

ディスプレイを壁掛けユニットに取り付 
けるときは必ず、2人] iLh で行ってくだ 
さい。必要に応じて、補助の人をつけて 
ください。1人で行5と腰を痛めた0、 
けびの原因となることびあ D ます。 


A 

'ま意 



使用上のご注意 

• 壁掛けユニットにディスプレイを長期間取り付けてご使巧されたと 
きは、壁の材質によっては、ディスプレイの放熱により、背面や上 
面にあたる壁面び変色したり、壁紙びはびれたりすることびありま 
す。 

• 壁掛けユニットをいったん取り付けると、はずした場合に、壁にネ 
ジ巧び残ります。 

• 壁の中に300 n フィーダー線をすでに使っている場合は、壁の中の 
300 n フィーダー線を7日 n 同軸線に変更することをおすすめしま 
す。 

やむを得ず300 n フィーダー線を使巧する場含は、設置工事を始め 
る前に、ディスプレイと壁の中にあるフィーダー線との距離び充分 
に確保でをているかを確認してください。 

また、雑音電波などの影響びでない場所などを事前に設置業者の方 
とご確認のラえ、工事を始めてください。 


取り付け、組み立て手順に従って、正しくしっかりと取り付ける 

ネジびゆるんでいた0抜けていたりすると、— 

壁掛けユニットび落下して、けびや破損 
の原因となります。壁掛けユニットは壁^ 

の材質に合ったネジ ( M 8 相当6本!^ん L ) で、 

しっかりと固定してください。アーム固 
定ネジやディスプレイ固定ネジは確実に 
締め付けてください。 

付属品のネジおよび取り付け金具は、取扱説明書の使用方法を 
守ってご使用ください。また、取扱説明書にない代曾品を使用 
ずると、落下によるけがや破損の原因となることがありまず。 



ネジは指定された位置にしっかりと締め付ける 

ディスプレイび落下して、けがの原因となることびあります。 


A 

を意 


取り付け作業中にディスプレイに衝撃を与えない 

ディスプレイび落下したり、壊れたりして、けびの原因とな 
ることびあります。 


A 

注意 


垂直で平5な壁面にディスプレイを取り付ける 

垂直ではなかったり、平5ではない壁面に取り付けると、ディスプレ 
イび落下して、けびの原因となります。 


取り付け作業が適切に完了した S 、 ケーブル類を固定ずる 

ケーブル類を足に引っかけたりすると、けびをしたり、ディスプレイ 
を破損したりすることびあ0ます。 


4 


電源コードおよびディスプレイケーブルをはさまないよラにずる 


電源コードおよびディスプレイケーブル 
を壁面にはさんだり、無理に巧げたり、 
ねじったりすると、芯線び露出したり、 
ショート、断線して、火災や感電の原因 
となります。 


0 

禁止 



取り付けるときには、手や指を傷つけないよラに注意ずる 


壁掛けユニットやディスプレイを取り付けるときに、手や指 
を傷つけないよラにごを意 < ださし、。 


A 

を意 


壁掛け ユニッ トを壁面に固定ずるネジは付属しません 

壁の材質や構造に適したネジをご使巧ください。 





















































手順 1 :巧り付けにが要な部品を巧 
認ずる 


手順2 :取り付け位置を巧める 



取り付ける壁の材質に合った M 8 相当のネジ6本む 
上（付属品ではありません）とドライバーを用意ず 
る。 


烟包を開いて、部品を確認ずる。 


付属品 


名称 数量 

プレートユニット 



マウンティングフックユニット 


フック 




ネジ 

M 5 XL 16 

フック取り付け用 （4) 

マウンティングフックユニット固定用に) 



4 


6 


マウンティングフックユニット抜け止め用ネジ 


M 6 XL 20 



1 ディスプレイに合った取り付け位置を、垂直で平 
5な壁面に決める。 

ディスプレイ寸法は1日ページに記載されています。 

また、ディスプレイの周囲には、下図におす寸法のあさ 
が必要です。 

単位 ： mm 



A 警告 

取り付ける壁にはディスプレイ重量の4倍に耐えられる 
強度を要しまず（が10ページ)。取り付け位置の壁面強 
度をごお認ください。強度び不足する場合は、充分な補 
強を行ってください。 


ごま意 


壁の中にケーブル類を配線する場合は、あ5かじめ、壁に巧を 
開けて、配線でさるかをお確かめください。巧の位置は11ペー 
ジの壁面加工用寸法図に示されています。 


2 11ページの壁面加工用寸法図を参照して、ネジ穴 
の位置と壁の中にケーブル類を配線ずる場合にあ 
ける穴の位置を確認し、壁面加工を行ってくださ 
し、。 


5 


























































フックユニット受け 



アームの 角度を調壁する。 

ディスプレイを垂直に取り付けて使用ずる場合の度） 

は、角度調整 （ L ソ下〇0)をする必要はありません。 
アームびしっかりとネジ留めされているかを確認してく 
ださい。 

〇左ちアームのそれぞれまん中にある上下2本のネジ 
をはずして、変えたい角度のきりかをにアームを付 
け替える（5、10、15、20度)。 

〇アームの下側を〇ではずしたネジでしっかりと固定 
する。 


ごま 意 


• 左ちのアームは必ず同じ角度に調整してください。 

• アーム付け誓えの際は、指をはさまないようにごを意くださ 
い。 

• 電動ドライバーを使巧する場合、締め付けトルクはおよそ 
SN ■ m に設定してください。 

• フックユニット受けびしっかりとネジ留めされているかを確 
認してください。 


手順3 :プレートユニットを壁に取 
り付ける 


1 プレートユニットを M 8 相当のネジ6本 L ソ上（付属 
品ではありません）で固定ずる。 

下図で示す同じ印のネジ穴をかなくとも6か所選び、ゆ 
るみがないよラにしっかりとネジ留めして<ださい。 


A 警告 

• 壁掛けュニットを壁面に固定するネジは付属しません。 

必ず、壁の材質や構造に適したネジをご用意ください。 

• 強度不足のとさはネジを追加して<ださい。 

• 取り付け樓、プレートユニットび確実に壁に固定されている 
かを確認してください。 



水平になるよラに調整する 


プ レー ト ユニッ 


• 角度0度：白いネジははずさない。 

• それ政がの角度：白いネジをはずす。 
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手順 4 :ディスプレイの取り付け準 
備をずる 


マウンティングフックユニットにディスプレイを 
掛けるためのフックを取り付ける。 

〇やわらかい巧を床に敷き、画面を下にしてディスフ 
レイを置く。 


ごま意 


ディスプレイは必ず2人し:!上で持って移動させてください。 



なちょっと一言 

ディスプレイには、底面の両端に持つところびあります。一方 
の手で、この部分に指をかけて下か5支え持ち、もラー方の手 
でディスプレイ上部をしっかり持って、取り付け作業を行って 
<ださい。 


© フック（付属）4つをフック取り付け用ネジ（付属 
M 5 XL 16) 4本で取り付ける。 



ごま意 


電動ドライバーを使用する場合、締め付けトルクはおよそ 
2 N ‘ m に設定してください。 


手順5 :ディスプレイを取り付ける 


A 警告 

すべての作業び終わるまで、電源 コー ドをコンセントにつ 
なびないでください。機器などに電源 コー ドをはさみこむ 
と、ショートして感電する恐れびあります。 

また、電源コードやディスプレイを足に引っかけると、転 
んでけびの原因となることびあります。 


1 ディスプレイ後面のフックにマウンティングフッ 
クユニットを引っ掛けてスライドさせ、マウン 
ティングフックユニット固定用ネジ（付属 M5X 
L 16) でしっかりと留める。 


マウンティングフックユニット 



2 ディスプレイに f ホ雷の電源コードおよびディスプ 
レイケーブルをつなぐ。 

ディスプレイの後面に電源コードおよびディスプレ 
イケーブルをつないでください。接続のしかたにつ 
いては、液晶デジタルテレビ （ KDX -40 Q 005/ 
KDX -46 Q 005) の取扱説明書をご覧ください。 

壁の中にケーブル類を配線ずるとをは、用意した巧 
(@11ページ）にケーブル類を通してください。 


ごま意 


• ディスプレイをプレートユニットにいつたん取り付けると、 
ケーブル類をつなげなくなります。 

• 壁の中の配線、電気工事は専門業ちにご依頼ください。 



























































































































ディスプレイをプレート ユニッ トに取り付ける。 

〇左ちのフックユニット受けに、マウンティングフッ 
ク ユニッ ト巧け止め用のネジ（付属 M 6 XL 20) をそ 
れぞれが側から差し込み、仮留めずる。 



ごま意 


マウンティングフック ユニッ ト巧け止め用のネジを仮留めする 
とき、ネジびフック ユニッ ト受けの内側に飛び出していると、 
つづく手順〇でマウンティングフック ユニッ ト下側のフックを 
掛けることびでさません。 

〇マウンティングフックユニット上側のフックをアー 
ムの横軸に掛ける。 

包マウンティングフックユニット下側のフックをフッ 
クユニット受けの横軸にあてる。 

〇ディスプレイをプレートユニット側に押し当てなび 
ら、下から少しずつ持ち上げて、マウンティング 
フックユニット下側のフックをフックユニット受け 
の横軸に掛ける。 



ユニット 

© マウンティングフックユニットのフック8か巧びお 
実に掛かっているかを確認する。 

包〇で仮留めした巧け止め用のネジ左ち各1本をしっ 
かりと締め付ける。 


取り付け完了を確認ずる 


け下の最終お認を行って < ださい。 

-マウンティングフックユニットのフック8か所は横 
軸に確実に掛かっていまずか。 

ーケーブル類びねじれたりはさまったりしていません 
か。 

ー フック ユニッ ト受けの抜け止め用ネジ2か所は確実 
に締められていますか。 


A 警告 

不完全な取り付けは、製品の落下によるけびや破損の原因 
となります。また、電源コードなどのす適切な処理は、 
ショートによる感電や火災を引き起こす恐れびあります。 
安全のために ffi 認作業を確実に行って<ださい。 


ケーブル配線用穴を使わずに、別売りアクセサ 
リ ー VMC - X 1 0を接続する場合のごを意 


別売りディスプレイケースレ VMC - X 10 を接続する場合、 
ケーブルを上ちに出してたるみををたせてから配線してく 
ださい。ケーブルを上ちに出さないと、ディスプレイの取 
り付けち度によっては、コネクターに負荷びかかり、差し 
込み部分にゆるみび出て、画像び映らない、電源び入らな 
いなどの不具合び起こることびあります。 















































































コンセントから電源コードを抜く。 

左ちのマウンティングフックユニット巧け止め用 
ネジをはずず。 

ディスプレイを2人に Lb で持ち、上に持ち上げては 
ずす。 


A 警告 


ディスプレイは、必ず2人！;(上で持って移動させて 
<ださい。 

ディスプレイをはずすとさは、ケーブル類を引っか 
けないよラにごミ主意ください。 

ディスプレイをはずすとさは、手や指を傷つけない 
よラにごミ主意ください。 



主な仕様 


単位 ： mm 
質量： 11.5kg 


プレートユニッ I 


1E 
。閥 




〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


870 


マウンティングフックユニット 


51 
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ディスプレイ寸法および取り巧け寸法表 


の 曰 



旧 


田 


テレビ型ち 

ディスプレイて 

r ミ去 単位： mm 

取りが 

リす角度による長さ 単位： mm 

重量 
( X 4) * 

④ 

(D 

⑥ 

© 

(D 

取り付け角度 （ a つ 

曰 

旧 

の 

KDX-40Q005 

1107 

643 

129 

237 

87 

0。 

203 

114 

87 

48 

(192) 

Kg 

己。 

245 

106 

98 

10。 

S 84 

95 

109 

巧。 

322 

80 

118 

SO 。 

358 

62 

125 

KDX-46Q005 

1239 

717 

130 

281 

80 

0。 

204 

19己 

80 

59 

(236) 

Kg 

己。 

252 

188 

92 

10。 

299 

175 

102 

巧。 

344 

159 

111 

之〇。 

3 恥 

137 

121 


取り付ける壁にはディスプレイ重量の4倍に耐え5れる強度を要しまず。 
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壁面加工用ブ法図 
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ケーブル配線用巧 


870 





\ 20 - 9 X 20な巧 




皿 


単位 ： mm 


147 


147 


441 
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SONY 


• http :// www . sony . co . jp / SonyDrive / 

お客様ごホ目談センター 

•ナビダイヤ J レ . sao 曰 70-00-33 11 

(全国どこからでち市内通話料でご利用いただけます） 

•携帯電話 - PHS でのご利用は 03-5448-3311 

(ナビダイヤルびご利用でさない場合はこち百をご利用ください） 

• FAX . 0466 -31-2595 
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